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持続可能な力強い農業を育てていく上で、連作障害

等を引き起こす土壌病害の克服は、重要な技術課題で

す。特に近年、土壌消毒に広く利用されてきた農薬の

使用規制により、早急な課題解決が農業現場から望ま

れています。農林水産省では世界に先駆け、土壌

DNA（土壌から培養過程を経ず得たDNA）の解析技

術を取り入れ、土壌病害の革新的な診断技術の開発

（eDNAプロジェクト）を平成18年度より5年間進め

てきました。これにより、技術的に困難とされてきた

土壌病害の診断を高精度かつ効率的に実施する基本

技術が確立されました。

そこで、本技術を農業現場で利用できるレベルに改

善していくため、各都道府県及び民間企業等で技術指

導に関わる皆さんを対象とし、基本技術を紹介すると

ともに、次年度からの実用化研究の連携について意見

交換を行うために、本説明会を開催しました。2月8

日（火）、農林水産省本省講堂（本館7階）で開催し

た説明会には、160名（都道府県52名、民間50名、

大学24名、独立行政法人24名、農林水産省10名）

の方にご参加いただきました。

佐藤理事長の挨拶の後、第1部では、最初にプロジェ

クトリーダーが土壌DNAの解析技術の特徴を、東北

農業研究センターの森本氏が利用マニュアルについて

説明しました。引き続き、3名の方からマニュアルの

活用事例について講演がありました。近畿中国四国農

業研究センターの村上氏は、アブラナ科野菜根こぶ病

防除で使われている農薬の残効性を糸状菌相の解析で

評価でき、農薬の無駄な施用を減らせる可能性がある

こと、沖縄県農業研究センターの宮丸氏は、緑肥施養

後に後作の播種ができない期間を、糸状菌相の多様性

指数の変化から推定できそうであること、長野県野菜

花き試験場の藤永氏からは、クロルピクリン等で土壌

消毒を行った畑の病害抵抗力の低下を糸状菌の多様性

指数で評価できる可能性について報告がありました。

第2部では、プロジェクトリーダーから土壌DNA

情報を利用した診断技術確立にむけての展望や、デー

タを蓄積、利用するために農環研で作成した「農耕地

eDNAデータベース（eDDASs）」が紹介されました。

このデータベースは、全国各地の畑における肥培管理

と微生物相（あるいは病害発生）の関係を土壌群（土

壌の種類）ごとに調べることができるよう作られてお

り、実際にインターネット上で動かしてその使い方に

ついて説明がなされました。第3部では、ポスターセッ

ションにより、eDNAプロジェクト参画者全員が5年

間の成果を発表し、参加者と情報交換を行い、説明会

を終了しました。

会場では、土壌診断に取り組みたいという希望をも

つ方が多く、県関係者や民間の関心が極めて高いこと

を感じるとともに今後の研究に貴重な示唆をいただけ

ました。

 （農業環境インベトリーセンター長　對馬 誠也）
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